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圧緒によ?て肢壊μ友と鋼べ
'た。4チ7鷹%と してl`上T両,あ衡ヤた,・敦魏中弓ヵ,圧檬によ

って直る ょの 多晨笏 4′・■ レ乙 4“ ′ 9α″ノ 2“ ′ ′″ の昭“ の角17白ル に観移 した(g縫
-2)

尋其一′

写■ -1

喝凛,イ

-27-






